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雨
風
で
傷
ま
な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い
た
屋
根
は
、

新
た
に
垂
木
を
の
せ
て
、
そ
の
上
に

野
地
板
が
張
り
重
ね
ら
れ
、
再
び
瓦

葺
き
と
な
り
ま
し
た
。
壁
面
は
、
漆

喰
塗
り
仕
上
げ
だ
っ
た
壁
と
破
風
・

蛇
腹
も
板
材
に
よ
っ
て
張
替
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

外
観
に
痛
々
し
い
震
災
の
傷
跡
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
土
蔵
は
、
堅

牢
な
も
の
で
、
構
造
の
損
傷
は
見
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

修
復
は
外
部
の
行
い
ま
し
た
。

　

修
復
し
た
土
蔵
は
、
新
た
な
活
用

法
を
模
索
中
で
、
利
用
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
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「
千
代
萬
代
土
蔵
」
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

延
床
面
積　
　

36
坪
（
一
階
18
坪
＋
二
階
18
坪
）

　
　
　
　
　
　

二
階
建
て　

三
間
×
六
間

構
法　
　
　
　

土
蔵

外
部
仕
上
げ

　

屋
根　
　
　

い
ぶ
し
瓦
葺
き

　

外
壁　
　
　

ス
ギ
板
張
り
（
補
修
）

　

　

今
回
の
震
災
に
よ
り
多
く
の
建
物

が
損
傷
を
受
け
ま
し
た
。
生
活
の
場

で
あ
る
住
宅
は
優
先
し
て
修
復
さ
れ

ま
し
た
が
、
古
い
蔵
な
ど
は
後
回
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
被
害
の
目

立
つ
土
蔵
は
、
歴
史
的
な
価
値
が
あ

る
も
の
の
、
修
復
に
手
間
が
掛
か
る

こ
と
か
ら
、
取
り
壊
さ
れ
た
も
の
、

あ
る
い
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
し

ま
う
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
、
つ
く
ば
市
の
老
舗

造
り
酒
屋
で
あ
っ
た
酒
井
酒
造
の
土

蔵
は
修
復
が
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
の
は
瓦
屋

根
と
漆
喰
壁
で
す
。
瓦
は
最
近
の
葺

き
か
た
と
は
異
な
り
、土
蔵
の
場
合
、

屋
根
に
土
を
の
せ
て
、
そ
の
上
に
瓦

を
並
べ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
地
震

の
大
き
な
揺
れ
に
よ
っ
て
落
下
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
瓦
の
落
下
に
よ
っ

て
下
屋
も
損
傷
を
受
け
た
の
で
、
下

屋
を
取
り
除
き
、
三
間
×
六
間
の
土

蔵
本
体
の
み
修
理
し
ま
し
た
。

修復された土蔵。

瓦の落下により倒壊した下屋。

旧
造
り
酒
屋　

土
蔵
の
修
復　
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５

床板の下に断熱材として籾殻を敷き詰める。

　

福
島
県
い
わ
き
市
で
、
6
月
よ
り
始

ま
っ
た
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
は
7
月
中

に
ほ
ぼ
終
わ
り
、
8
月
よ
り
被
災
者
の
入

居
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
仮
設
住
宅
は
工
場
で
部
品

を
大
量
に
生
産
で
き
る
プ
レ
ハ
ブ
方
式
の

仮
設
住
宅
が
大
多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た

が
、
福
島
県
は
豊
富
に
あ
る
森
林
資
源
の

活
用
と
被
災
地
の
雇
用
を
促
す
た
め
に
、

予
定
し
て
い
た
仮
設
住
宅
建
設
1
万
4
千

戸
の
う
ち
4
千
戸
を
地
元
工
務
店
に
対
し

て
公
募
し
ま
し
た
。

　

公
募
の
結
果
、
い
わ
き
市
に
約
１
６
０

戸
建
設
が
決
ま
り
、
里
山
建
築
研
究
所
と

安
藤
邦
廣
（
筑
波
大
学
大
学
院
教
授
）
の

共
同
設
計
の
も
と
、
地
元
工
務
店
で
あ
る

佐
久
間
建
設
工
業
に
よ
っ
て
建
設
し
ま
し

た
。
板
倉
構
法
で
つ
く
ら
れ
た
応
急
仮
設

住
宅
は
、
構
造
の
主
と
な
る
柱
や
梁
、
壁

や
床
な
ど
の
木
材
が
再
利
用
で
き
、
仮
設

住
宅
の
役
割
を
終
え
た
後
、
復
興
住
宅
に

な
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

急
を
要
す
る
工
期
の
た
め
、
十
分
な
乾

燥
が
必
要
と
な
る
木
材
は
20
万
枚
の
板
材

の
ス
ト
ッ
ク
を
持
つ
徳
島
県
よ
り
取
り
寄

せ
ま
し
た
が
、
他
の
4
割
の
木
材
は
福
島

県
産
の
杉
で
賄
わ
れ
ま
し
た
。
徳
島
県
だ

け
で
な
く
資
材
提
供
に
は
、
屋
根
の
断
熱

材
の
茅
（
静
岡
県
、
群
馬
県
、
茨
城
県
）

風
呂
用
の
ス
ノ
コ
と
フ
タ
は
石
川
県
な
ど

各
県
か
ら
ご
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
作
り
手
の
主
役
で
あ
る
大
工
職
人

は
、
会
津
の
職
人
を
中
心
に
全
国
10
以
上

の
都
道
府
県
か
ら
集
ま
り
、
そ
の
見
事
な

団
結
力
で
上
棟
し
ま
し
た
。

「
板
倉
構
法
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
」
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

延
床
面
積　

A
タ
イ
プ　

7
坪
＋
ロ
フ
ト
3.5
坪
（
三
戸
一
棟
分
）

　
　
　
　
　

B
タ
イ
プ　

10
坪
＋
ロ
フ
ト
5
坪
（
二
戸
一
棟
分
）

　
　
　
　
　

C
タ
イ
プ　

12
坪
＋
ロ
フ
ト
6
坪
（
二
戸
一
棟
分
）

構
法　
　
　
　

板
倉
構
法

外
部
仕
上
げ

　

屋
根　
　
　

ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
横
葺
き

　

外
壁　
　
　

大
壁
杉
竪
羽
目
板
二
重
張
り

　

外
部
建
具　

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
ュ
（
単
層
ガ
ラ
ス
）

内
部
仕
上
げ

　

床　
　
　
　

ス
ギ
本
実
板　

厚
１
寸

　

壁　
　
　
　

ス
ギ
本
実
板
あ
ら
わ
し

　

内
部
建
具　

木
製
建
具　
　
　
　
　

■ 応急仮設住宅事業概要

◎発注：福島県　◎施工：佐久間建設工業　◎施工協力：奥会津 IORI 倶楽部
◎設計：安藤邦廣+里山建築研究所
◎木材提供・プレカット加工：那賀川すぎ共販協同組合（徳島県）
◎茅提供：富士勇和産業（静岡県）、群馬県利根郡みなかみ町（群馬県）
　　　　　やさと茅葺き屋根保存会（茨城県）
◎籾殻提供：JAいわき市
◎風呂スノコ・フタ提供：輪島市地元材の家づくり推進協議会
◎カーテン生地提供・協力：㈳more trees、東日本復旧復興計画支援チーム
◎協力支援：NPO木の建築フォラム・伝統木造研究会、
　　　　　　㈳日本茅葺き文化協会

木材供給について、構造材と落とし板壁材、床材、化粧野地板は、那賀川すぎ共販
協同組合が材料供給と加工を行い、杭材、下地材、内外装材、家具建具材について
は、福島県産材を用いる。

板倉の仮設住宅　震災復興プロジェクト
福島県いわき市／いわきニュータウン内

風呂場のスノコとフタは輪島より贈答。

屋根裏部屋を設け、不足しがちなスペースを確保。室内は建具で仕切られ、縁側まで板の間が広がる開放的な空間。

屋根の断熱は茅を用いる。

基礎をうち土台に柱を建てる。柱間に厚板を落とし壁をつくる。小屋組みをつくり上棟する。野地板を張る。

屋根を葺く。

完成。
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１F

※ Bタイプ平面図

配置図

　

板
倉
構
法
は
、
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ

て
き
た
板
で
倉
を
つ
く
る
「
板
倉
づ
く

り
」
に
な
ら
っ
た
構
法
で
、
柱
と
柱
の

間
に
厚
板
を
落
と
し
込
む
つ
く
り
で
す
。

そ
の
構
造
は
堅
牢
で
耐
久
性
が
あ
り
、

一
定
の
温
度
と
湿
度
を
保
つ
木
の
特
性

か
ら
、
高
温
多
湿
な
日
本
で
適
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
耐
震
、
耐
火
に
つ
い
て

は
、
共
に
大
臣
認
定
を
取
得
し
現
代
の

基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
現
代
の
日

本
に
あ
る
森
林
資
源
の
ス
ギ
を
活
用
し
、

地
域
の
ス
ト
ッ
ク
と
な
る
住
宅
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

四
寸
角
の
柱
間
に
一
寸
の
厚
板
を
落

と
し
込
ん
だ
壁
が
そ
の
ま
ま
構
造
と
仕

上
げ
を
兼
ね
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

構
造
部
は
基
本
的
に
木
で
組
む
の
で
接

着
剤
や
壁
紙
な
ど
化
学
製
品
を
用
い
ま

せ
ん
。
そ
の
た
めV

O
C

（
揮
発
性
有
機

化
合
物
）
が
ゼ
ロ
と
な
り
健
康
的
な
居

住
空
間
を
提
供
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

里
山
建
築
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　

板
倉
構
法
に
よ
る
家
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

家
づ
く
り
の
裏
側
④
〔
板
倉
構
法
〕

◎籾殻提供◎茅提供 ◎風呂スノコ・フタ提供

１２３４

５

６

い
わ
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
立
ち
並
ぶ
板
倉
の
仮
設
住
宅
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
20
キ
ロ
圏
内
に
位
置
す
る
楢
葉
町
の
住
人
が
入
居
し
て
い
る
。
撮
影
・
齋
藤
さ
だ
む
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株
式
会
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里
山
建
築
研
究
所

　

〒
三
〇
〇 

│ 

四
二
一
二　

　

茨
城
県 

つ
く
ば
市 

神
郡
一
〇
八

　

TEL / FA
X
 : 029 - 867 - 1086

　

U
RL : http://w

w
w
6.ocn.ne.jp/~s-archi/

　

E-m
ail : satoyam

a-archi@
air.ocn.ne.jp

R
O
K
U
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O
K
U
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2011.08.30

編
集
後
記

　

ブ
ル
ネ
イ
の
草
帽
子
、
中
国
の
文
房
具
と
お
み

や
げ
を
貰
い
ま
し
た
。
買
っ
た
ば
か
り
な
の
に
既

に
よ
れ
よ
れ
な
の
で
大
切
に
扱
っ
て
い
ま
す
。

し
ご
と

設
計
・
設
計
監
理

  ｢

板
倉
の
家｣

：
新
築
、
改
築

  ｢

民
家
再
生｣

：
改
築
、
移
築

  ｢

茅
葺
き｣　

 

：
葺
き
替
え
修
繕
、
新
築

他

  ｢

企
画
制
作
、
調
査
研
究｣

  ｢

地
域
づ
く
り
支
援
活
動｣

　

ENEOS

土浦 方面

ローソン

学園 方面

�
�
�
道　国道

　125 号

　国道
　408 号

下妻 方面

真壁 方面 筑波山

竹中大工道具館　
日本茅葺き文化協会

　竹中大工道具館平成 23年度企画展「葺く─草と
木でつくる屋根─」関西の茅葺き職人 3人による
公演と体験会が開催されます。
開催期間
【東京】2011 年  8 月 22 日（月）～ 10月 1日（土）
【神戸】2011 年 10 月 7 日（月）～ 11月 27日（土）
◆神戸記念講演
2011 年 10 月 16 日（日）14:00 ～ 16:30
「職人と語る屋根のはなし」
◆体験教室
2010 年 10 月 30 日（日）10:00 ～ 15:00
※詳細は公式HPをご覧下さい。
問い合わせ：竹中大工道具館　　
http://dougukan.jp/fuku/

県道
14 号

バイパス

ろ
く
ろ
く  

第
四
号　

二
〇
一
一
年
八
月
三
〇
日  

発
行

会
社
概
要

　

里
山
資
源
を
生
か
し
た
居
住
ス
タ
イ
ル
を
探

る
実
践
的
な
試
み
の
場
と
し
て
、
筑
波
山
の
山

裾
に
開
設
し
た
の
が
、里
山
建
築
研
究
所
で
す
。

　

現
代
の
里
山
に
循
環
を
取
り
戻
す
べ
く
考
案

さ
れ
た
板
倉
の
家
を
提
案
し
、
時
代
の
趨
勢
に

よ
っ
て
変
わ
り
続
け
る
民
家
の
現
代
の
か
た
ち

を
探
る
こ
と
が
、
私
達
の
試
み
で
す
。

筑波山麓グリーン･ツーリズム推進
協議会 2011.5.20

　筑波山麓の豊かな自然や農の体験を通して、都市
と農村の交流を深め、地域の活性化につなげようと
「筑波山麓グリーン・ツーリズム協議会」が発足し
ました。 里山建築研究所も事務局として参加してい
ます。

第２回茅葺きフォーラム 2011.03 
日本茅葺き文化協会

　第２回茅葺きフォーラムが鹿児島県南九州市知覧
で開催されました。知覧といえば、特攻記念館や知
覧茶で有名ですが、知覧型二ッ家と呼ばれる独自の
茅葺き民家が残る地域でもあります。おいしい茶葉
の生産には、畑に茅が欠かせません。茅は良質な肥
料として現在でも使われています。ところが茅葺き
屋根というと数少なくなり、知覧二ッ家やとよばれ
る、独自の形状をした屋根は残すところ 3戸となっ
てしまいました。茅を使うにもかかわらず、職人不
足、茅不足となっているこの地域で何が問題となっ
ているか、また「茅葺きは地域資源」と題してフォー
ラムが開催され、全国の茅葺き関係者で茅や茅葺き
の可能性について多角的に意見交換がされました。

多気太郎万灯絵 2011.08
筑波山麓地域レポート

　つくば市北部の北条商店街。その裏通りには商店
街に沿うような形でお堀りがあります。実はこの裏
堀りの歴史は古く、言い伝えによると、中世にこの
あたりを治めていた多気氏の多気太郎によってつく
られたとされています。残念ながら、その後台頭し
てきた小田氏によって多気氏は没落してしまいます
が、生活に根ざした整備をしたせいか、北条地区の
人々に親しまれ、今日でもお盆になると、灯篭に火
がともされ慰霊されます。今年は地元小学校である
北条小学校の児童らによってつくられた灯篭で飾ら
れました。

仮設住宅環境改善WS  2011.10.15

　いわきニュータウンに建設された、板倉の仮設住
宅で居住空間をより良くしようと、建設の際余っ
た木材を活用して縁台や棚などを製作するワーク
ショップです。大工職人指導のもと被災者と一緒に
日曜大工をします。ボランティア・参加者募集。
◆開催期間　2011 年 10 月 15日（土）、16日（日）
主　催：筑波大学大学院安藤研究室
連絡先：029 - 853 - 2847

筑波大学民家調査① 2011.07 
ブルネイ国カンポンアイル

　マレーシアのボルネオ島の一角にブルネイ・ダル
サラーム国があります。ブルネイ湾に広がるカンポ
ンアイルは、世界最大ともいわれる水上集落です。
ちなみにマレー語でカンポンは「村」、アイルは「水」
の意味。この地域の家は水中に打った杭の上に建つ
木造の高床住宅で、２メートルほどの干満の差に対
応できます。また、家々は路地のように廻る高床の
木道で繋がっています。かつては東南アジアの交易
ルートの港として栄えたカンポンアイルでは、水上
交通の利便性に加えて、熱帯雨林の病虫害から身を
守るため、さらに涼しさを求めて、水上の暮らしが
長く続いてきました。近年、政府は陸地への移住を
勧めていますが、今も根強くモーターボートの水
上交通を利用して、３万人がカンポンアイルに暮ら
しています。今回の調査は、生活の近代化や観光開
発がすすむ中で、水上居住の存続の方法を探るこ
とを目的とし
て、集落配置
や木造の高床
住宅の実測調
査、温熱環境
調査、住まい
方の調査を行
いました。

筑波大学民家調査② 2011.09 
中国吉林省延辺

　中国東北部に位置する延辺朝鮮族自治州は、漢族
と朝鮮族が居住する地域です。この地域の民家は、
カラマツやアカマツなどの丸太をログハウスの様に
組み両面を土塗り仕上げとする井乾式 ( ちんがんし
き）です。今回調査を行った、漢族の住まいは、大
きさは 4m× 9mで３部屋に分かれています。中央
の土間には左右の壁際にカマドがあり、土間を挟ん
で両側に、部屋の半分がカンになった対象形の個室
があります。土間にあるカマドで調理をすると煙が
カンの中を通り、寝床を暖めます。一方、朝鮮族の
住まいは、同程度の大きさのワンルームで冬向きに
作られています。カマドを境にして土間と広間があ
り、広間はオンドルになっています。カンと同様に
土間で調理をするとカマドの熱が広間に伝わり、住
まい全体を暖めます。
夏の昼間は暑くなる
ので庭にある外カマ
ドで調理をします。
調査に伺ったお宅で
も、外カマドで調理
した美味しい万頭を
いただきました。

　 　 　 i n f o r m a t i o n     

　 　 　 r e p o r t     


